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多国間法律の比較と統計分析のための多言語機械翻訳

Chenhui Chu1,a) 梶原 智之1,b) 中島 悠太1,c) 長原 一1,d) 渡辺 理和2,e) 大久保 規子2,f)

概要：環境法の参加指標を作成するために、対象国の法律を翻訳した上比較と統計分析を行う必要がある。
対象国の法律の数は膨大であり、翻訳するには多言語機械翻訳システムの導入が望ましい。本研究では高

精度な法律ドメインの多言語機械翻訳システムの実現を目指し、法律ドメイン対訳コーパスの構築やロー

リソース言語対への適応を行い、その有効性を検証した。

1. はじめに

環境法の参加原則は、情報アクセス権、政策決定への参

加権、司法アクセス権という 3つの柱から成り立っている

が、その具体的制度は国によりさまざまであり、実効性を

評価するための法的手法が模索されている [1]。本研究は、

環境法の参加原則に関する国際的な法的評価指標を検討す

ることにより、日本の参加法制の強みと弱みを比較法的な

観点から分析し、環境民主主義の確立に向けた提言を行う

ことを目的とする。

参加指標の作成を目的に、これまで対象国の法律の分析

を進めてきたが、アジアと他地域との比較を進めるために

は、新たに参加条約を交渉中の中南米の分析が重要である

ことが明らかになってきた。これに伴い、新たに当該地域

の主な法令についても検討が必要となったが、その数は膨

大であり、人手で日本語または英語に翻訳するにはコスト

が高く時間もかかるため、コストを抑えつつ素早く翻訳で

きるようにするために機械翻訳システムを活用できれば研

究を一層推進することができる。しかし、既存の機械翻訳

システムは法律ドメインにフォーカスしていないため十分

な精度が期待できない。

法律ドメインの機械翻訳システムを導入し、より多くの

法令の分析を進めたい。本研究では高精度な機械翻訳シス

テムを実現するまたに、対訳コーパスの構築やローリソー

ス言語対への適応を行い、その有効性を検証する。それに

より、現在の指標の充実を図ることができ、さらに、法令
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のみならず、このシステムを判例の翻訳にも活用できれば，

法令の運用実態の解明にもつながることが期待される。

2. 法律ドメイン機械翻訳システムの開発

2.1 機械翻訳の仕組み

機械翻訳は対訳コーパス（文単位の対訳テキスト）から

翻訳知識を獲得するため、大規模な（数十万から数百万文

対）対訳コーパスが不可欠である [2]。図 1に機械翻訳の仕

組みを示す。
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図 1 機械翻訳の仕組み

2.2 インドネシア語-英語法律ドメイン対訳コーパスの

構築

対象言語であるインドネシア語-英語では法律ドメイン

の対訳コーパスが存在しない。そのため、インドネシア語-

英語の法律ドメインの対訳コーパスの構築に取り込んで

いる。具体的には今まで収集した文書単位のインドネシア

語-英語の法律文書対から半自動で文単位の対訳コーパス

を作成する。図 2に対訳コーパスの構築の手法を示す。現

状 5,000文対ほど揃ったが対訳コーパスとしては規模が極

めて小さい。そのようなローリソースな設定で、従来の技

術では高精度な機械翻訳を実現するのは困難である。
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#1: UNDANG-UNDANG REPUBLIK INDONESIA 

NOMOR 39 TAHUN 2014

#2: TENTANG PERKEBUNAN

#3: DENGAN RAHMAT TUHAN YANG MAHA ESA

#4: Mengingat : Pasal 20, Pasal 20A ayat (1), Pasal 21, dan

Pasal 33 Undang-Undang Dasar Negara Republik Indonesia 

Tahun 1945;

#5: Dengan Persetujuan Bersama

!!!

#1: LAW OF THE REPUBLIC OF INDONESIA NUMBER 

39 YEAR 2014

#2: ABOUT PLANTATIONS

#3: BY THE GRACE OF GOD ALMIGHTY

#4: Given: Article 20, Article 20A paragraph (1), Article 21, 

and Article 33 of the Constitution of the Republic of Indonesia 

Year 1945;

#5: With agreement between

!!!
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図 2 対訳コーパスの構築

2.3 ローリソース言語対への適応

インドネシア語-英語の法律ドメインの対訳コーパスは

ないものの、スペイン語-英語などの他の言語対なら大量に

入手できる。また、単言語のコーパスは億文単位でウェブ

から入手できる。それらの豊富なマルチリソースをローリ

ソース言語対へ適応することによって、ローリソース言語

対翻訳の精度向上を図る。図 3にマルチリソース適応の手

法 [3]を示す。
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図 3 マルチリソース適応によるローリソース機械翻訳

3. 翻訳実験

対訳コーパスが大量に入手できるスペイン語-英語の法

律ドメインの翻訳実験とローリソース言語対への適応実験

を行った。

3.1 スペイン語-英語の翻訳実験

スペイン語-英語の法律ドメイン翻訳実験では大規模な

（1,500万文対）の対訳コーパス [4]と最先端のニューラル

機械翻訳技術 [5]を用いて翻訳システムを構築した。その

結果、Google翻訳より精度の高い翻訳システムを実現でき

た。図 4にスペイン語-英語の法律翻訳結果例を示す。我々

のシステムの翻訳が Google翻訳より人手評価のスコアが

高いことがわかる。

3.2 ローリソース言語対への適応実験

マルチリソース適応の有効性を検証するために、翻訳

実験を行った。表 1に実験で用いたデータを示す。なお、
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図 4 スペイン語-英語の法律翻訳結果例

ALT-JEは in-domainのタスクで、訓練データは 18k文対

しかなくローリソース設定である。

表 1 マルチリソース適応実験データ（文対）
コーパス 訓練 開発 テスト

ALT-JE (Wiki ニュースドメイン) 18k 1,000 1,018

KFTT-JE (Wiki 京都ドメイン) 440k 1,166 1,160

IWSLT-JE (対話ドメイン) 223k 871 1,549

IWSLT-CE (対話ドメイン) 209k 887 1,570

表 2にマルチリソース適応実験の翻訳結果を示す。評価

には BLEUスコア [6]を用いた。BLEUスコアは参照訳と

の一致度合いを表す自動評価尺度であり、高い方が良い。

表 2に翻訳結果を示す。太字は最も良いシステムとそれら

と統計的有意差がないシステムを表している。表 2 の通

り、適応することによって in-domainタスクの ALT-JEの

BLEUスコアが 8ポイントから 24ポイントまで大幅くに

上がった。BLEUスコア 8ポイントは人手 5段階評価中の

１ぐらいで、24ポイントは 5段階評価中の３ぐらいである。

さらに、out-of-domainタスクの KFTT-JEと IWSLT-JE

の翻訳精度も向上したことがわかる。

4. おわりに

本研究では高精度な法律ドメインの多言語機械翻訳シス

テムを実現するために、インドネシア語-英語法律ドメイン

対訳コーパスを構築し、ローリソース言語対へのマルチリ

ソース適応を行った。実験によりマルチリソース適応手法

の有効性を示した。今後、マルチリソース適応の手法をイ

ンドネシア語-英語法律翻訳へ適用する予定である。
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